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日本の電力供給危機に対応するエネルギーマネジメント
山 藤　 泰 （サントウ　ヤスシ）
＊2011年3月11日に起きた東日本大震災、福島原発事故以後、日本は電力供給が綱渡りの状態にあり、この不安定さは少なくともここ2～3年は続くだろう。これへの対応には電力事業者だけでなく、社会全体で対応することが必要である。
＊もっとも短時間で対応することができるのは、エネルギーの消費効率を可能な限り上げることである。苦労し、無理をして節電するという現在の対応では息切れして長続きしない。まずエネルギー消費の無駄を省くことができれば、その効果は永続し、しかもその実現に必要な時間とコストは少なくて済む。
＊これと並行して中長期的に行うべきものが、スマートグリッドを全国レベルで推進することである。それにはエネルギー消費単位にスマートメーターを設置すると同時に、そのデータを使ってエネルギー消費の見える化を実現し、電力の供給形態も変えることが必要となる。
＊エネルギーの消費効率を上げる、スマートグリッドの実現とは具体的にどのようなことが内容となるのかを考えて見たい。日本で行われているエネルギーの供給は、世界とは異なった日本独特のシステムに依存している。それをどのように変えるべきかについての将来展望を語りたい。
＊特にスマートグリッドについては、新聞などでよく報じられるが、その具体的な内容、日本の特異性について必ずしも十分な説明がなされてはいないと感じる。スマートビル、スマートハウス、スマートコミュニティーも含めて、できるだけ具体的なお話しをしたい。
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